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 本県では、平成13年に

ナス新品種「ヒゴムラサ

キ」を育成しました。こ

れは、軟らかな肉質と良

食味の果実特性を有する

一方、弱光や高温の影響

等によって果皮色が薄く

なりやすいことと、乱形

果の一種でへた下から突

起が生じる舌出し果の発

生により外観品質が低下

することが課題となって

いました。 

 そこで、「ヒゴムラサ

キ」の軟らかい肉質や良

食味の果実特性を維持し

ながら、果皮の着色性の

向上と舌出し果の発生を

減らした品種の育成に取

り組みました。 

 新品種は「ヒゴムラサ

キ」と果形や食味等の果

実品質はほぼ同様で、同

品種と比べて 

・果皮色の着色性が優れ

ている。 

・舌出し果の発生が少な

い。 

・収量は増加傾向で秀品

率が向上している。 

などの特性があります。  

 

※準高冷地の夏秋栽培

に適する品種です。 
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 本県では、果実品質に優れ収量性の高い「ゆうべに（品種名：熊本ＶＳ０３）」を育成し、普及を図ってい

ます。準高冷地において「ゆうべに」の特性を十分に発揮するためには、気温の低さ等の平坦地と異なる気象

条件に適した栽培管理が必要です。今回は、準高冷地における鉢受け適期を明らかにしました。 

◆研究の成果 

  ①５月20日～７月15日の鉢受けでは、草高は約15～17cm、クラウン径は約12mmになります。それ以降の鉢

受けでは遅いほど小さくなります（表１、図１）。 

②５月20日～６月15日の鉢受けでは、根長は約50cm、根乾燥重は約８ｇになります。それ以降の鉢受けで

は遅いほど小さくなります（表１、図２）。 

③７月30日～８月13日の鉢受けでは、頂花房の出蕾および開花が遅れます（表２）。 

④６月４日～７月１日の鉢受けでは、頂花房の花数が１株あたり約18花と多くなります。また、第２花房

の出蕾および開花がやや早い傾向があります（表２）。 

⑤６月４日～７月15日の鉢受けでは、総可販果収量は10ａあたり約5.1ｔになります。一方、年内および１

～２月の可販果収量は６月４日～７月１日の鉢受けで多くなります（図３）。 

草高 ｸﾗｳﾝ径 根長 根乾燥重

(cm) (mm) (cm) (g)

5/20～5/31 16.6 12.1 51.5 7.8

6/ 1～6/15 16.7 12.2 50.6 7.6

6/16～6/30 15.5 12.3 40.4 4.6

7/ 1～7/15 14.5 11.7 31.7 2.1

7/16～7/31 11.1 8.4 26.0 1.1

8/ 1～8/15 10.2 6.8 20.9 0.3

鉢受け
時期

表１ 定植時生育（Ｈ２８）   

出蕾日
(月/日)

開花日
(月/日)

花数
(花/株)

出蕾日
(月/日)

開花日
(月/日)

6/ 4～6/17 10/5 10/22 17.6 11/15 12/4

6/18～7/ 1 10/5 10/21 18.2 11/15 12/1

7/ 2～7/15 10/5 10/21 15.9 11/17 12/6

7/16～7/29 10/4 10/20 15.8 11/19 12/8

7/30～8/13 10/8 10/24 12.5 11/18 12/8

鉢受け
時期

第2花房頂花房

表２ 開花特性（Ｈ２７）   

図３ 可販果収量（Ｈ２７） 

図１ 地上部生育（Ｈ２８）  

図２ 

地下部生育 

（Ｈ２８）  

【お問い合わせ先】 

 高原農業研究所 ０９６７－２２－１２１２ 



 暗渠施工後、排水機能が低下している認識があっ

ても、暗渠洗浄を実施される方は少ないと思いま

す。そこで、今回、防除用動噴を利用し、立上管側

（道路側）からトラックに洗浄機材を載せたまま簡

単・短時間・低コストで洗浄が可能な暗渠洗浄技術

を開発しましたので紹介します。 

◆研究の成果 

■暗渠の洗浄方法 

１．暗渠洗浄に必要なもの 

・防除用動噴 ・１００ｍ以上のホース 

・洗管ノズル（２千円程度）（図‐１左） 

・２名の作業員 

２．暗渠洗浄方法（図‐２） 

①排水口を閉め、暗渠管内を満水状態とする。 

         （↑ここがポイントです！） 

②立上管から洗管ノズルを装着した高圧ホースを挿

入し、噴射される水圧と人力で前進させる。 

③排水口に洗管ノズルが近づいたら、排水口を全開

にする。 

■洗浄におすすめの時期 

 基本的に水田が湛水状態（水稲栽培期間）のとき

に実施するのがおすすめです。特に、中干し前の実

施をおすすめします。 

■洗浄にかかる時間（表１） 

１．暗渠内が満水であれば、１本あたり平均13分程

度で洗浄が可能です。 

２．暗渠内に水が無い場合（ホースに浮力が作用し

ない場合）は、１時間以上かけても半分程度しか洗

浄できません。 

■洗浄効果 

 現地試験では目詰まり状態が改善され、暗渠排水

量が約1.4倍に増加します。 

■洗浄後の状況（図-３） 

 洗浄後、２年程度経過すると付着物がみられるこ

とから、洗浄は２～３年に１回の実施が望ましいと

考えられます。   

■留意点等 

１．立上管が切断されていたり、暗渠管の屈曲部に

土砂が詰まっている場合は、立上管の復旧や屈曲部

の土砂除去後、洗浄を行う必要があります。 

２．暗渠内部に付着物が多い場合は、先端噴口あり

ノズル（図-１右）を装着した高圧の動噴（常用水圧

4MPa以上）を用いて洗浄を行う必要があります。  

 

 

 

図-1 洗管ノズル 

左：先端噴口なし(真鍮製洗管ノズ

ル(中圧)G3/8×φ1.0×後方6孔㈱永

田製作所製) 

右：先端噴口あり(ステンレス製洗

管ノズル(高圧)G3/8×後方6孔(オリ

フィスφ1.0装着),前方1孔㈱永田製

作所製) 

用
水
路

排
水
路

排水口全閉

動噴
水田（湛水状態）

立上管 

暗渠内を満水状態にするのがポイント！ 

洗管ノズル 

図-２ 暗渠管が満水状態で実施する暗渠洗浄方法 

堆積物の状況
水田の

状態
動噴の種類

ノズル先

端噴口の

有無

暗渠内の状態
100m洗浄本数

/供試本数

100m洗浄時間

の平均値(分)

平均到達

距離(m)

満水 14/15
13.4

(4.67～34.37)

99.3

(90～100)

水なし 0/5
60分以上

洗浄しても到達せず

60

(22～79)

1)2014年11月,2015年5月,2017年1月,2月に八代市において試験を実施

2)最大使用圧力5.0MPa,常用使用圧力3.5MPa,高圧ホース内径10mm,長さ110m

なし
凹凸が見える

程度の付着
乾田 防除用動噴2)

表1 暗渠内の水状態の違いによる防除用動噴の暗渠線状試験効果 

洗浄前 洗浄直後 

洗浄後半年経過 洗浄後２年経過 

図-３ 暗渠洗浄前後の暗渠内部の経時経過 
（八代市鏡町北新地における洗浄例） 

【お問い合わせ先】 

 生産環境研究所 ０９６－２４８－６４４７ 



〒861-1113 

熊本県合志市栄3801 

tel  096-248-6411 

fax 096-248-7039 

E-mail: 

noukenkikaku28@pref.kumamoto.lg.jp 

本紙の内容に関するお問い合わせは、 

企画調整部 企画情報課 まで 

ご連絡ください 

 阿蘇地域は広大な草地を有していますが、農

家の高齢化や有畜農家の減少により、草地管理

に要する労力が増えています。 

 そこで、牧草の生育度合を省力的、客観的か

つ広範囲に推定する目的で、近赤外線改良カメ

ラ（専用カメラ）を搭載した無人航空機（ド

ローン）を用いて、植物の光の反射による植生

の濃淡を示す指標（以下：植生指標）を利用し

た牧草の草丈および収量の推定方法を検討しま

した。 

◆研究の成果 

 今回の推定方法は、坪刈りに比べ、作業時間

は短く、広い範囲を省力的に測定することがで

きます（表１）。 

 

 

◆留意点等 

１．草丈を推定する場合は、撮影場所の平均的

な生育状況の草丈を測り、草丈40㎝を区切りに

推定式を使い分ける必要があります（図１、図

２）。 

２．植生指標は、光の反射を用いて植生を把握

するため、撮影は晴れ日の10時から14時の間で

実施しています。 

 また、ドローンの飛行高度は、1ｍ50㎝から

10ｍの範囲で測定しています。 

３．国土交通省の「無人航空機に係る改正航空

法」および「無人航空機（ドローン・ラジコン

機等）の飛行ルール」を遵守しましょう。 
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坪刈り ドローン 

測定可能な

面積／分 

０．０７㎡／

分 

５０㎡ 

／分 

必要なもの 鎌、他 
ドローン 

カメラ、他 

（表１） 

草丈４０㎝以上

の草丈推定式 

草丈４０㎝以下

の草丈推定式 

草丈４０㎝以上の 

草丈４０㎝以上の 

注：ｒ：相関係数。ｒが１に近づけば、より精度の高い推定ができるということを示しています。 

（写真１） 

測定に使用した

草地畜産研究所

のドローン 

 

【お問い合わせ先】 

 草地畜産研究所 ０９６７－３２－１２３１ 


